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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・５日から６日にかけて３８度台の発熱が続いた患者様にインフルエンザ検査をした結果陰性でした。今後、高熱がみられた患者様には、引き続きインフルエンザの検査を施行して下さい。

・病棟内塗装の工事しています。喘息の患者様などいらっしゃるので、３日～１週間窓を開け換気して下さい。患者様の様子を観察しましょう。

・８日の方がスタッフの人数多かった為、３/７（Ａ・Ｂ）と３/８（Ｃ・Ｄ）の入浴を変更しています。

・ご家族が持って来た書類はＳＷを通して下さい。

・セレクト３/１０までなのでお願いします。

・南　市三郎様・・・８日より熱の方も落ち着いている為、バイコマイシンが抜け点滴が３本になります。発熱、一般状態の観察を引き続きしていきましょう。

・山内　トシエ様・・・ご家族の受け入れ態勢が調ったと言う事で、本日より８日まで退院に向けての外泊しています。８日の１７時に帰院予定です。帰院時、御家族から家での様子等情報集取お願いします。

＜週間連絡＞

３/９　鈴木　ヘン様・・・南山苑入所。退院時処方は、８日に処方になった残薬を持参させて下さい。デルモゾールＧ軟膏１本も処方となっているので忘れず持参させて下さい。

３/10　佐藤　光子様・・・マゲンチューブ交換予定です。

３/11　吉田　ナヨ様・・・14：00御家族が来られ、南山苑入所。退院時処方は、８日に処方になった残薬を持参させて下さい。

３/11　歯科受診

＜主治医との意見交換＞

・北山　和子様・・・奇声、大声で独語あり騒いでいたら、自床へ誘導し静かな環境を提

　　　　　　　供し様子を観察しましょう。他者とのトラブルを防ぐ意味もあります。

・大平　ヨシ様・・・泣きまね等あり落ち着きない時があり、周りとのトラブルがないよう静かな環境を提供し様子を観察しましょう。

・三浦　トシ様・・・デキスターチェックの結果により、本日昼から血糖値の薬ベイスン　　　　　　　　　毎食前処方となっています。（定期薬となります。）今後は、週１回デキスターチェック、月１回血糖とＨbA1cの採血で管理していきます。本人の一般症状と、変化の有無、発熱もみられていたのであわせて観察して行きましょう。

・田端　玲子様・・・訴え多くみられるので話を聞いて下さい。

・北山　和子様・・・発熱の為、内科診察で薬が臨時処方されたので、一般状態、発熱の　　　　観察して下さい。

・前野　好三様・・・発熱の為、内科診察で薬が臨時処方されたので、一般状態、発熱の　　　　観察して下さい。立ち上がりの際ふらつきみられるの転倒に注意しましょう。

・宮　チヤ様、勝山　正敏様、戸賀沢　庄治様、・・・発熱の為、臨時薬処方となって

　　　　　　　　　　います。一般状態、発熱の観察して下さい。

・久保田　ナヨ様・・・現在、喘鳴、微熱みられて吸入薬使用しています。処置内容は

指示の通り今後も行い（指示記録参照）呼吸状態、一般状態を観察して行きましょう。

＜業務改善ミーティング＞

オムツカート使用について

・現在、オムツカートを使用しています。効率的にスタップが動く為に、カートの中のオムツ補充が必要となります。準夜勤務者は、オムツの在庫を確認する時に、次日の各患者様のトイレ誘導する回数分集めてオムツカートにセットして行きましょう。

　これで行ってみて不備がある場合は、もう一度話し合いましょう。各自どのようにすれば効率よいのか考えながら行いましょう。

＜接遇委員勉強会＞

３月の接遇委員会勉強会の予定

	　
	日時
	　　内　容

	1回目
	3月7日
	■ 忙しい時こそ問われる応対術

	
	
	　

	２回目
	3月14日
	■クレーム対応

	　
	　
	　

	３回目
	3月21日
	■クレーム対応（ロールプレイ）

	　
	　
	　　・患者編

	４回目
	3月28日
	■クレーム対応（ロールプレイ）

	　
	　
	　　・家族編


	◎忙しい時ほど問われる応対術

	

	　　　　忙しい時こそ穏やかに

	　忙しくても、穏やかに応対しましょう。いえ、忙しいならなおのこと、意識して穏やかに応対する事が大切です。

	　ただし、できる限り用件は簡潔明瞭に、口調だけはいくらか早口で話をすることです。よほど忙しければ

	ば、「恐れ入りますが、手短にお話いただくわけにはまいりませんか？」と時間がない旨を伝え、了解して

	て協力していただくようにします。

	　場合によっては、ほかの仕事をやりながら応対するような事態になるかもしれません。その様な時でも

	話の大事なところは必ず相手の顔を見て応対できるよう工夫しましょう。

	　忙しいから早く切り上げようと焦ったりすれば、その感情はすぐに表情に表れます。そうなると、当然の

	ことながら相手は不快感を抱く事になります。


